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近年大学教育において，授業者が授業を通じて学習者が得るべき学習効果を保証することが求め

られ，従来の単純な講義形式をより学習者中心の授業としていくべき，との要請がある。それに

応えるには，講義型授業においても多かれ少なかれ双方向性を取り入れることが必要であるが，

大教室における講義では，空間が広く学習者も多いため，学習者の理解度把握には困難を伴う。

対応策の一つとして，ピア・インストラクション法（PI法）などが提案されている[1-3]が，PI法

での ConcepTestの実施には，通常クリッカーと呼ばれる電子機器を使用される。しかし，大教室

向けにクリッカーを導入するには，少なからぬ出費が必要であり，大きな大学でなければ，この

ような授業形態を試行するのにさえ大きな障壁となる。そこで筆者は，大学既存のインフラのみ

を利用して，ConcepTest のような選択肢問題を出題し，リアルタイムに回答を集計するシステム

“Vote on the Web (VoW)”を開発した。現状では機能的にクリッカーシステムにおよばないが，将

来的には同等の機能を提供することを目標としている。 

Fig. 1に VoWの動作原理を示した。CGIが動作するWeb サーバーを利用し，2個の CGIが協調

して動作する。授業者は出

題制御用 CGIにより出題，

回答収集を行い，学習者は

個人の携帯電話やスマー

トフォンを利用し，回答用

CGI を通して時間内に回

答を送信する。 

筆者は VoW を，PI 法を

導入した授業や，授業終了

時のポイント確認などに

利用している。この他VoW

での出題は，授業の導入と

して利用したり，一般の講演会などで聴衆のレスポンスチェックに利用したりすることも可能で

ある。当日は，大学授業等での利用例を紹介する。 
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Fig. 1 Working priciple of the Vote on the Web. The acronyms Q and A 

denote the question and the answer. 
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